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と生態」と題して講演して頂いた。聴講者は48名で
あった（図7.42－7.43）。

８．特別展 in 屋久島

　2013年12月、屋久島を調査研究の対象とする様々
な分野の研究者と地元の住民らが交流する場として

「屋久島学ソサエティ」が発足した。2013年12月14
日と15日に「屋久島学ソサエティ」の設立大会が屋
久島町離島開発総合センターで盛大に開催され、同
期間中にセンター入り口のロビーで「鹿児島大学総
合研究博物館　特別展　屋久島の自然in屋久島」が
同時開催された（図8.1－8.5）。鹿児島大学中央図
書館で開催された特別展で展示された多くの標本資
料とすべての展示パネルを屋久島に運んだ。２日間
のみの展示であったが、800名の来場者があり、屋
久島の生物多様性を地元の方々に知ってもらえる良
い機会であった。

図8.3　屋久島の魚類特大パネル

図8.2　小型魚類標本と魚類相に関する展示

図8.1　屋久島のサンゴと甲殻類の展示

図8.4　魚類標本展示全景

図7.43　市民講座「屋久島の生き物」の様子

図7.42　市民講座「屋久島の生き物」の告知ポスター
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９．国連レッドリスト評価ワークショップ

　2014年２月23日から27日にかけて国際自然保
護 連 合（International Union for Conservation of 
Nature: IUCN）の「ペルシャ湾における魚類の
レッドリスト評価ワークショップ（IUCN Red List 
Assessment Workshop for the Gulf）」に魚類分類
の国際専門家として参加した（図9.1）。日本とアメ
リカから３名の魚類分類研究者が招聘され、さらに
ペルシャ湾岸沿いのアラブ首長国連邦、カタール、
バーレーン、サウジアラビア、クウェート、イラ
ク、イラン各国の水産研究機関や博物館から魚類資
源や漁業統計に関する専門家が参加した。オーガナ
イザーはアメリカのオールド・ドミニオン大学、カ
タール博物館、カタール大学の研究者である。会場
はカタールの首都ドーハ（図9.2）にあるゴクラム・
ドーハ・ホテルで、５日間、朝から夜まで缶詰状態
で評価会議が行われた（半日だけ地元の魚市場視察；
図9.3）。
　レッドリストは絶滅のおそれのある野生生物が絶
滅の危険性の高さによるカテゴリーに分けられたリ
ストである。レッドリストにはグローバルとリー
ジョン評価があり、2007年から筆者はグローバル
のIUCN Species Survival Commission's Coral Reef 
Fishes Specialist Groupのメンバーとしてレッドリ
スト評価を行っているが、今回はリージョン評価と
してアラビア海北部のペルシャ湾をターゲットにし
たワークショップであった。４つのワーキング・グ
ループに分かれて、事前に選ばれたおよそ250種を
１種ずつ形態、分布、生息環境、生息水深、成長、
繁殖、採餌、資源量、漁獲量、保全など文献や自身
の研究成果などから議論して定量的な数値基準に基
づいたカテゴリー分けを行った（図9.4－9.5）。膨
大な情報から評価を行うため、１種の評価だけで２

時間以上かかることもあった。主なカテゴリーは以
下のとおり。

図9.3　ドーハの魚市場

図9.2　カタールの首都ドーハ。近年高層ビルが乱立し始めた

図8.5　標本を見る来場者

図9.4　ワークショップの様子。評価基準の摺り合わせ

図9.1　ワークショップ参加者集合写真
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Extinct （EX） - 絶滅
Extinct in the Wild （EW） - 野生絶滅
Threatened - 絶滅危惧
    Critically Endangered （CR） - 絶滅危惧 IA 類
    Endangered （EN） - 絶滅危惧 IB 類
    Vulnerable （VU） - 絶滅危惧 II 類
Near Threatened （NT） - 準絶滅危惧
Least Concern （LC） - 軽度懸念
Data Deficient （DD） - 情報不足

　今回のワークショップでは１種が絶滅危惧IB
類、４種が絶滅危惧II類、１種が準絶滅危惧、137
種が軽度懸念、69種が情報不足にカテゴリーされ
た。絶滅危惧IB類に指定されたのは筆者の学位
論文の対象分類群でもあったツバメコノシロ科の
Eleutheronema tetradactylumである。本種はペルシャ
湾ではマナガツオ科に次ぐ高級魚として扱われ、過
去10年間で漁獲量が60%以上減っていること、近年、
成魚が確認されていないこと（全長２mに達する種
だが、湾内では40cm程度）、ペルシャ湾が本種の分
布域の縁辺（西限）であることなどが指定された根
拠である。情報不足の種が69種（全体の35%）にも
達した。今後の分類学的研究の成果が期待される。
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図9.5　�ワーキング・グループの様子。カタール博物館の職員と
筆者


